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課題発見
探究力

人とのつながり

社会への
責任感

主体的
行動力

広がる！

可能性！多様な人と
かかわる力

ダブルホーム
地域と共に創る「新たなふるさと」

地域で活動してみたい！

チャレンジしてみたい！
人と関わりながら成長したい！

ダブルホームは、地域や仲間の思いを大切にしながら、
正解のない地域課題に学生・教員・職員による
チームで取り組むプログラムです

第１のホームである学部・学科という専門の学び場を
越えてつくる第２のホームで、
「新たなふるさとづくり」としての地域活動を行っています

B454

日時

場所

新潟県と山形県で
１７ホームが活動中！

総合教育研究棟 B棟 4階 B454・他

詳しくはダブルホームのホームページをご覧ください

▶　新潟大学ダブルホーム　https://www.iess.niigata-u.ac.jp/dh/

得られるもの

教室では得られない経験が、 ここにあります！

自分たちで考える

自分たちで動く

地域の人と本気で向き合う

✔
✔
✔

環境保全

子どもとの交流

文化継承

国際交流
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新潟大学ダブルホーム

農学部 2年  本間 奏多朗さん

参 加
者
の 声
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Instagram

法学部 2年  穂積 日向さん

Uホーム　まほろば 阿賀町津川

Dホーム　さんせっと　新発田市板山

〒950-2181
新潟市西区五十嵐 2の町 8050 番地
総合教育研究棟
　B棟 4階 B454 ダブルホームミーティングルーム　
                      開室 10:00－15:00
　D棟 2階 D206 ダブルホーム事務局
　　　（開室    9:00－17:00）
phone: 025-262-6788  fax: 025-262-6991
e-mail: home@ge.niigata-u.ac.jp
https://www.iess.niigata-u.ac.jp/dh/

B454

D206

私は新発田市の板山地区で活動しているDホームに所属しています。
Dホームでは板山地区の地域行事を盛り上げるために学生ならではの企画を
しつつ地域の人と交流をしています。
農作業や地域の祭りの手伝い、行事での子ども向けの企画など、様々な経験を
積むことができました。さらに、地域の多世代の方々と交流して仲を深めること
もできました。私は１年間ダブルホームで活動してきて板山の文化や子どもから
高齢者まで幅広い年齢の人との接し方といった様々な学びを得ました。
地域活動へ参加することは普通の大学生活では体験することができない経験を
することができます。ぜひ、私と一緒にダブルホーム活動をしましょう！

さん

ホーム　さんせっと　新発田市板山

農作業や地域の祭りの手伝い、行事での子ども向けの企画など、様々な経験を

私は阿賀町津川で狐の嫁入り行列への参加や SL 物販などの活動をしています。
地域で活動に取り組む上で、役割分担と協力の重要性を学びました。
活動の準備期間が重なることもあり、個々の作業量に偏りが生じる場面もあり
ましたが、メンバー同士で状況を共有し、仕事を分担し直すことで活動を円滑に
進めることができ、互いに支え合う姿勢の大切さを実感しました。
ダブルホームでは、他学部の同級生や先輩方、地域の方、教職員の方など、
さまざまな立場の人と関わりを深めながら、和気あいあいと活動できます。
今まで触れたことのない地域に出向き、新たな魅力を知り、深く関わる貴重な
機会にもなります。新しいつながりや発見が皆さんを待っています !

発行年月日：2026 年 3月 27 日
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検索新潟大学ダブルホーム

Uホーム　まほろば 阿賀町津川

ダブルホーム
活動入門Ⅰ

相談会以外でも
随時ご相談に
のります！

ダブルホーム大説明会

各ホームに参加して活動

初回授業の
前日 13:00 までに
学務情報システムで
エントリー＆履修登録
（一般アンケート）

相談会以外でも
随時ご相談に
のります！

ダブルホーム
参加相談会へ

参加学生が
説明します

ダブルホーム
参加相談会へ

4/6 ～ 10
B454 へ

ダブルホーム
活動入門Ⅱ

希望者のみ

活動のための心構えや
チームワークについて

学びます

活動地域の理解と
チームワーク向上

ダブルホーム大説明会4/18　
開催！

土

先ずは
メール連絡を！

おすすめ！
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